
第
一
三
七
回 

国
語
教
壇
修
養
会 

講
座
資
料 

 
 

 

芦
田
恵
之
助
先
生
の
実
践
に
学
ぶ 

 
 

芦
田
教
式
の
現
代
的
意
義 

  

宮
城
県
東
松
島
市
立
宮
野
森
小
学
校
に
て 

令
和
元
年
七
月
二
二 

～ 

二
四
日 

 

い
ず
み
会 

会
長 



読
み
の
指
導
（
七
変
化
の
教
式
） 

 
 

第
一
次
指
導
（
全
課
の
概
観
） 

 

一 

よ
む
（
全
文
を
区
画
毎
に
順
繰
り
に
読
む
。 

音
読
活
動
） 

二 

と
く
（
読
後
感
の
話
し
合
い
。 

 
 
 

話
し
合
い
活
動
） 

 

①
○ 

題 

目
（
全
課
の
輪
郭
） 

 

②
◎ 

ひ
び
き
（
印
象
の
強
か
っ
た
と
こ
ろ
） 

 

③
○
手 

引
（
第
一
層
が
一
握
り
で
き
る
よ
う
に
） 

三 

よ
む
（
手
引
に
し
た
が
っ
て
、
語
句
を
探
す
。
黙
読
活
動
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
で
探
し
た
語
句
を
書
く
。 

 

視
写
活
動
） 

五 

よ
む
（
板
書
を
指
黙
読
し
、
指
音
読
す
る
。 

音
読
活
動
） 

六 

と
く
（
文
に
即
し
て
、
事
の
中
に
意
を
に
お
わ
せ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話
し
合
い
活
動
） 

 

④
○ 

事
実
・
区
分
（
有
機
的
な
つ
な
が
り
） 

 

⑤
◎ 

山
（
第
三
層
発
見
の
い
と
ぐ
ち
） 

 

⑥
○ 

余
韻
（
自
習
の
い
と
ぐ
ち
） 

七 

よ
む
（
今
日
の
勉
強
を
考
え
な
が
ら
読
む
。 

音
読
活
動
） 

 

第
二
次
指
導
（
重
要
な
と
こ
ろ
を
） 

 
 一 

よ
む
（
原
則
、
全
文
を
順
繰
り
に
読
む
。 

 
 

音
読
活
動
） 

二 

と
く
（
事
を
通
し
て
意
を
つ
か
む
道
筋 

話
し
合
い
活
動
） 

 

⑦
○ 

お
さ
ら
い
（
④
を
あ
っ
さ
り
、
⑤
に
重
点
を
お
い
て
） 

 

⑧
◎ 

承 

接
（
⑥
を
承
け
て
後
に
つ
な
ぐ
） 

 

⑨
○ 

手 

引
（
第
三
層
が
つ
か
め
る
よ
う
に
） 

三 

よ
む
（
手
引
に
し
た
が
っ
て
読
む
。 

 
 

 

黙
読
活
動
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
進
行
で
書
く
。 

 
 

視
写
活
動
） 

五 

よ
む
（
板
書
を
指
黙
読
し
、
指
音
読
す
る
。 

音
読
活
動
） 

六 

と
く
（
文
に
即
し
て
意
を
と
っ
ぷ
り
理
会
さ
せ
る
。
話
し
合
い
活
動
） 

 
 

⑩
○ 

語
義
・
区
分
（
考
え
易
い
よ
う
に
） 

 
 

⑪
◎ 

心
（
第
三
層
の
発
掘
） 

 
 

⑫
○ 

余
韻
（
自
習
の
い
と
ぐ
ち
） 

七 

よ
む
（
今
日
の
勉
強
を
考
え
な
が
ら
読
む
。 

音
読
活
動
） 

 

第
三
次
指
導
（
形
式
の
取
扱
い
） 

 
 

一 

よ
む
（
全
文
を
順
繰
り
に
読
む
。 

 
 

 
 

音
読
活
動
） 

二 

と
く
（
真
意
を
し
み
じ
み
味
わ
う 

 
 

話
し
合
い
活
動
） 

 

⑬
○ 

お
さ
ら
い
（
第
一
層
を
回
顧
し
、
⑪
に
重
点
を
か
け
て
） 

 

⑭
◎ 

承 

接
（
⑫
を
承
け
て
後
に
つ
な
ぐ
） 

 

⑮
○ 

手 

引
（
文
字
か
語
句
か
） 

三 

よ
む
（
手
引
に
し
た
が
っ
て
読
む
。 

 
 

 

黙
読
活
動
） 

四 

か
く
（
三
よ
む
と
同
時
進
行
で
書
く
。 

 
 

視
写
活
動
） 

五 

よ
む
（
板
書
を
指
黙
読
し
、
指
音
読
す
る
。 

音
読
活
動
） 

六 

と
く
（
文
に
即
し
て
意
を
と
っ
ぷ
り
理
会
さ
せ
る
。
話
し
合
い
活
動
） 

 
 

⑯
○ 

文
中
の
位
置
（
第
一
層
に
位
置
づ
け
て
） 

 
 

⑰
◎ 

こ
も
る
力
（
第
三
層
と
結
ん
で
） 

 
 

⑱
○ 

余
韻
（
題
目
に
か
え
れ
） 

七 
よ
む
（
今
日
の
勉
強
を
考
え
な
が
ら
読
む
。 

音
読
活
動
） 

  

① 



作
文 

記
述
の
指
導 

 
一

文
話 

 
 

 
 

（
五
分
程
度
） 

  
 

作
文
の
材
料
に
な
る
よ
う
な
日
常
の
話
題
や
前
回
の
作
文
の
話
を
し
て
、

書
き
た
い
と
い
う
雰
囲
気
を
作
る
時
間
。 

 

二

文

題

発

表 

（
八
分
程
度
） 

 
 

二
、
三
日
前
に
予
告
し
、
作
文
の
題
を
四
、
五
名
に
発
表
さ
せ
る
時
間
。 

発
表
を
聞
い
て
ち
ょ
っ
と
質
問
し
、
題
が
決
ま
ら
な
い
子
の
参
考
に
す
る
。 

 

三

記
述 

 
 

 

（
二
十
五
分
程
度
） 

 
 

マ
ス
目
い
っ
ぱ
い
の
字
で
書
か
せ
、
消
し
ゴ
ム
は
使
わ
せ
な
い
。 

一
枚
程
度
で
書
け
る
内
容
に
絞
り
、
教
室
は
鉛
筆
の
音
の
み
と
い
う
雰

囲
気
を
作
る
。 

 
 

＊
担
任
は
、
教
卓
の
横
で
見
守
る
の
が
よ
い
。 

こ
こ
は
子
ど
も
に
委
ね
る
し
か
な
い
と
、
肚
を
く
く
っ
て
祈
る
。 

 

四
自
己
批
正 

 

（
四
分
程
度
） 

 
 

読
み
直
し
て
、
加
除
修
正
。 

 

五

提
出 
 
 
 

（
三
分
程
度
） 

 
 

表
折
半
分
に
し
て
担
任
に
手
渡
す
。 

担
任
は
労
を
労
い
な
が
ら
受
け
取
る
。 

作
文 

批
正
の
指
導 

 

一

総

評 

（
七
分
程
度
） 

  
 

第
一
読
者
で
あ
る
担
任
の
感
想
を
、
良
い
所
を
中
心
に
話
す
。 

記
述
上
の
課
題
も
一
つ
取
り
上
げ
て
指
導
す
る
。 

 

二

個

評 

（
七
分
程
度
） 

 
 

七
名
程
度
の
作
品
を
紹
介
す
る
。 

作
文
を
苦
手
と
す
る
子
を
中
心
に
、
温
か
く
読
み
取
っ
て
話
し
て
あ
げ
る
。 

 

三
優
良
文
朗
読
（
六
分
程
度
） 

 
 

作
者
に
、
ゆ
っ
く
り
読
ま
せ
る
。 

そ
の
後
、
一
言
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
。 

 

四

聴

写 

（
二
十
分
程
度
） 

 
 

教
師
が
、
板
書
し
な
が
ら
読
む
の
を
聞
い
て
、
原
稿
用
紙
に
書
い
て
い

く
。
句
読
点
等
の
記
号
や
改
行
も
指
示
す
る
。 

こ
れ
で
、
作
文
の
決
ま
り
が
身
に
つ
く
。 

月
に
三
回
、
年
間
三
〇
回
で
全
員
の
作
品
を
聴
写
文
に
使
え
る
。 

 
五

細

評 

（
五
分
程
度
） 

 
 

聴
写
文
を
作
者
に
読
ま
せ
、
よ
い
点
を
考
え
さ
せ
る
。 

総
評
で
扱
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
ら
、
そ
こ
も
確
認
す
る
。

② 



 
芦
田
教
式 

＝ 

自
学
自
習
す
る
力
が
育
つ
指
導
法 

＝ 
 

 
 ① 

担
任
（教
師
）が
自
学
を
始
め
る
。 

② 

学
び
方
の
基
礎
が
自
然
に
身
に
つ
い
て
く
る
。 

③ 

教
育
的
配
慮
が
学
級
に
学
ぶ
雰
囲
気
を
作
り
出
す
。 

④ 

螺
旋
的
向
上
が
図
ら
れ
、
ど
の
子
も
育
つ
喜
び
を
味
わ
え
る
。 

⑤ 

自
分
の
育
と
う
と
い
う
力
を
信
頼
で
き
る
よ
う
に
な
る
。 

⑥ 

非
認
知
能
力
の
重
要
性
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。 

  

具
体
事
例
の
考
察 

（別
紙
の
教
材
文
で
各
自
授
業
構
想
を
） 

 

光
村
一
年
下 

ど
う
ぶ
つ
の
赤
ち
ゃ
ん 

 
ま
す
い
み
つ
こ 

光
村
六
年 

 

詩 

「 

生 

き 

る 

」  
 

 

谷
川
俊
太
郎 

詳細⇒いずみ会の HP http://izumikai100.web.fc2.com/ 「どの子も落ち着く国語指導」へ 

 

③ 

http://izumikai100.web.fc2.com/


 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
テ
ス
ト
が
基
準
と
す
る
読
解
の
プ
ロ
セ
ス 

一
、 

文
節
に
正
し
く
区
切
る
。 

（
例
：
私
は
学
校
に
行
く
。
→
私
は
／
学
校
に
／
行
く
。
） 

二
、 

係
り
受
け
の
構
造
を
正
し
く
認
識
す
る
。 

（
例
：
美
し
い
水
車
小
屋
の
乙
女
。
→
美
し
い
の
は
「
乙
女
」
で
あ
る
） 

三
、
述
語
項
構
造
や
接
続
詞
を
正
し
く
解
析
す
る
。 

（
「
誰
が
」「
何
を
」「
ど
う
し
た
」
の
よ
う
な
構
造
を
正
し
く
認
識
す
る
） 

四
、
照
応
関
係
を
正
し
く
認
識
す
る
。 

「
そ
れ
」
は
「
ハ
ン
カ
チ
」
で
あ
る
） 

（
例
：
私
は
ハ
ン
カ
チ
を
落
と
し
た
。
そ
れ
を
彼
は
拾
っ
た
。⇒
 

五
、
日
常
生
活
で
の
経
験
や
伝
聞
か
ら
得
ら
れ
る
常
識
と
、
小
学
校
に
お
け
る
。 

学
び
等
か
ら
得
た
知
識
と
、
簡
単
な
論
理
推
論
に
よ
っ
て
、
未
知
の
用
語
の 

意
味
を
実
世
界
に
関
す
る
知
識
の
中
に
位
置
づ
け
る
。 

（
語
レ
ベ
ル
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
） 

六
、
日
常
生
活
で
の
経
験
や
伝
聞
か
ら
得
ら
れ
る
常
識
と
、
小
学
校
に
お
け
る 

学
び
等
か
ら
得
た
知
識
と
、
簡
単
な
論
理
推
論
に
よ
っ
て
、
未
知
の
関
係

や
概
念
の
意
味
を
実
世
界
に
関
す
る
知
識
の
中
に
位
置
づ
け
る
。 

（
文
構
造
レ
ベ
ル
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
） 

七
、
既
存
の
知
識
と
新
た
に
得
ら
れ
た
知
識
に
対
し
て
、
論
理
推
論
を
働
か
す 

こ
と
に
よ
り
、
実
世
界
に
関
す
る
さ
ら
な
る
知
識
を
獲
得
す
る
。 

八
、
得
ら
れ
た
多
く
の
情
報
間
の
重
要
度
を
適
切
に
付
与
す
る
。
特
に
、
与
え 

ら
れ
た
観
点
に
お
い
て
、
ま
た
問
題
解
決
の
上
で
必
要
な
情
報
を
適
切
に
取 

捨
選
択
す
る
。 

九
、
同
様
の
こ
と
を
、
図
や
グ
ラ
フ
等
、
ほ
か
の
論
理
的
表
象
手
段
に
つ
い
て 

も
実
行
で
き
る
。 

十
、
テ
キ
ス
ト
と
図
や
グ
ラ
フ
で
表
し
て
い
る
こ
と
の
同
一
性
を
実
世
界
の
意 

味
を
介
し
て
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

十
一
、
以
上
の
各
処
理
に
お
い
て
誤
り
が
な
い
か
を
メ
タ
な
視
点
か
ら
モ
ニ
タ 

リ
ン
グ
し
て
修
正
す
る
。 

 
 
 
 

（R
ST

：
新
井
紀
子
氏
の
資
料
よ
り
） 

二
一
世
紀
は
壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
め
げ
な
い
発
想
力
が
不
可
欠 

 

解
決
に
必
要
な
能
力
に
つ
い
て
先
進
国
が
研
究
し
た
結
果
、
壁
に
ぶ
つ
か

っ
た
と
き
に
ア
イ
デ
ア
を
い
く
つ
も
出
せ
る
発
想
力
、
失
敗
か
ら
学
ん
で
挑

戦
す
る
粘
り
強
さ
、
す
な
わ
ち
非
認
知
能
力
に
可
能
性
を
見
出
し
た
の
で
す
。 

世
界
の
中
で
良
い
仕
事
を
し
た
人
は
、
皆
お
し
な
べ
て
高
い
非
認
知
能
力

を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。 

 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
、
親
が
研
修
を
受
け
れ
ば
開
け
る
プ
レ
イ
パ
ー

ク
と
い
う
自
主
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
研
修
内
容
の
か
な
り
の
部
分
が

子
ど
も
の
気
持
ち
を
推
察
す
る
こ
と
な
ん
で
す
。
本
棚
の
本
を
落
と
し
て
い

る1

歳
児
を
見
て
、
「
手
が
届
く
か
試
し
て
い
る
」
「
落
ち
る
音
を
楽
し
ん
で

い
る
」
な
ど
、
気
持
ち
を
考
え
ま
す
。
そ
の
次
の
段
階
で
、
落
と
し
て
も
よ

い
も
の
を
置
い
て
あ
げ
よ
う
、
と
工
夫
し
ま
す
。「
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
事

に
し
て
、
大
人
が
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
」
を
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
の
で
す
。 

 

非
認
知
能
力
は
特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
育
ま
れ
る 

 

実
は
非
認
知
能
力
は
、
少
し
前
ま
で
の
不
便
な
暮
ら
し
の
中
で
は
身
に
つ

け
や
す
か
っ
た
ん
で
す
。
機
械
が
な
い
か
ら
自
分
で
工
夫
す
る
、
隣
近
所
と

助
け
合
っ
て
つ
き
合
う
、
子
ど
も
同
士
で
自
然
の
中
や
町
内
を
遊
び
ま
わ
る

…
そ
ん
な
環
境
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

現
代
は
子
育
て
が
と
て
も
窮
屈
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

も
っ
と
肩
の
力
を
抜
い
て
子
ど
も
を
ゆ
っ
た
り
見
守
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。 

子
ど
も
が
や
る
こ
と
を
「
お
も
し
ろ
い
な
あ
」
と
楽
し
め
た
ら
、
そ
れ
が

未
来
を
救
う
知
恵
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

お
話
を
う
か
が
っ
た
の
は
、
汐
見
稔
幸
先
生
：
白
梅
学
園
大
学
学
長
。
専
門
は

教
育
学
、
育
児
学
。
積
極
的
に
三
児
の
育
児
に
か
か
わ
っ
た
経
験
か
ら
父
親
の
育

児
に
つ
い
て
も
発
信
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
す
く
す
く
子
育
て
』
で
も
お
な
じ
み
。 

④ 



①
「
い
い
ね
そ
れ
！
」「
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
み
よ
う
！
！
」 

「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
子
ど
も
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
お
子

さ
ま
の
「
や
る
気
」
を
育
て
る
。 

②
「
こ
う
す
れ
ば
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
？
」「
○
○
ち
ゃ
ん
な
ら
で
き
る
！
」 

興
味
を
示
し
た
こ
と
を
最
後
ま
で
や
り
抜
く
手
伝
い
を
し
て
、
「
忍
耐

力
・
自
己
抑
制
力
」
を
つ
け
る
。 

③
「
上
手
に
で
き
た
ね
！
」
「
こ
れ
や
っ
て
み
な
い
？
」 

好
き
な
こ
と
を
長
く
続
け
て
い
く
環
境
を
整
え
て
、「
情
熱
や
意
志
」
が

続
く
よ
う
声
か
け
す
る
。 

④
「
○
○
つ
く
る
の
、
お
も
し
ろ
そ
う
！
」 

思
う
存
分
何
か
を
創
っ
て
、
「
創
造
性
」
を
育
む
。 

⑤
「
ど
う
し
て
ケ
ン
カ
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
の
か
な
？
」 

お
友
だ
ち
と
ケ
ン
カ
を
し
な
い
で
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
力
」
を
つ
け
る
。 

⑥
「
今
、
ほ
か
の
人
は
何
を
し
て
い
る
か
な
？
」 

と
き
に
は
、
周
り
の
人
が
今
何
を
し
て
い
る
か
を
聞
い
て
「
状
況
の
理

解
力
・
協
調
性
」
を
身
に
つ
け
る
。 

⑦
「
○
○
ち
ゃ
ん
は
ど
う
思
っ
て
い
る
か
な
？
」 

お
友
だ
ち
が
ど
う
思
っ
て
い
る
か
を
話
し
合
い
、「
誠
実
で
思
い
や
り
の

あ
る
気
持
ち
」
を
育
て
よ
う
。 

⑧
「
ダ
メ
！
」「
早
く
し
な
さ
い
！
」
な
ど
の
声
か
け
は
タ
ブ
ー 

否
定
的
な
表
現
や
命
令
の
言
葉
は
お
子
さ
ま
に
使
わ
な
い
よ
う
に
心
が

け
、
「
自
信
・
自
尊
心
」
を
育
む
。 

⑨
「
大
丈
夫
！
」「
が
ん
ば
っ
た
ね
！
」 

自
分
の
思
う
よ
う
に
い
か
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ま
た
次
に
が

ん
ば
る
「
逆
境
力
」
を
つ
け
る
。 

（
ネ
ッ
ト
か
ら 

番
号
は
私
が
） 

非
認
知
能
力
の
中
身
は
九
つ
の
要
素
か
ら
な
り
ま
す
！ 

 

・
自
己
認
識
： 

自
分
に
対
す
る
自
信
が
あ
る
、
や
り
抜
く
力
が
あ
る
。 

・
意
欲
： 

や
る
気
が
あ
る
。
意
欲
的
で
あ
る
。 

・
忍
耐
力
： 

忍
耐
強
い
。
粘
り
強
い
。
根
気
が
あ
る
。
気
概
が
あ
る
。 

・
自
制
心
： 

意
志
力
が
強
い
。
精
神
力
が
強
い
。
自
制
心
が
あ
る
。 

・
メ
タ
認
知
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
： 

自
分
の
状
況
把
握 

理
解
度
の
把
握 

・
社
会
的
適
正
： 

社
会
性
が
あ
る
。
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
。 

・
回
復
力
と
対
処
能
力
： 

す
ぐ
に
立
ち
直
る
。
う
ま
く
対
応
す
る
。 

・
創
造
性
： 

創
造
性
に
富
む
。
工
夫
を
す
る
。 

・
性
格
的
な
特
性
： 

全
て
の
要
素
を
支
え
る
人
と
し
て
の
性
格
的
な
資
質
も
重
要
。 

 

前
記
の
非
認
知
能
力
九
つ
を
も
う
一
度
見
る
と
、
ど
れ
も
「
や
り
抜
く
力

（
グ
リ
ッ
ド
）」
が
重
要
な
要
素
だ
と
言
え
ま
す
。 

さ
て
、
も
う
一
つ
非
認
知
能
力
の
重
要
性
を
語
る
時
に
、「
グ
リ
ッ
ド
」
と

並
ん
で
で
て
く
る
の
は
、
実
は
上
記
の
中
に
も
あ
る
自
制
心
で
す
。
自
制
心

が
何
故
「
成
功
の
鍵
か
」
と
考
え
る
と
き
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
例
に
す
れ
ば
す

ぐ
に
わ
か
り
ま
す
か
ね
？ 

⑤ 


